
（様式第１号）

氏名又は組織名

　導入計画
導入する土づくり技術の内容

① たい肥等有機質資材施用技術 ② 緑肥作物利用技術
③ 都道府県特認技術(注２） から選択

（注１） 技術内容の欄に、〔　　〕に記載された技術のうち導入する技術の番号を記載するとともに、導入時期の欄に、
技術の導入時期を記載すること。

（注２） 都道府県特認技術を活用する場合は、番号とともに具体的な技術名を技術内容の欄に記入すること。

　

技術内容

対象作物名

導入時期

　環境保全型農業直接支払交付金実施要領（平成23年４月１日付け22生産第10954号生産局長通知）
の第４の１の（３）のアの（ア）の規定に基づき、導入計画を提出する。

　農林　次郎
代表者氏名
（法人又は組織のみ）

水稲 ① ○月上旬

導入技術の内容及び導入時期（注1）

有機農業の取組における土づくり技術の導入に関する計画について

有機農業の取組を実施する農業者ごとに作成してください。

（注）農業者団体の場合は、有機農業の取組を行う農業者の氏名を記載

してください。

一定の条件を満たす農業者（法人）の場合は、組織名及び代表者氏名を

記載してください。

対象作物名、導入する土づくり技術の内容（番号で記載）、導入時期を記載してください。

対象作物が多品目になる場合は、導入技術が類似している品目を大くくりして、葉菜類（又は

葉茎菜類）、根菜類、果菜類といった名称を用いることができます。
この場合、対象作物について併せて記載する又は作物名を記載した別紙を添付する等によっ

て、対象作物がわかるようにしてください。


	様式第１号 

